
非核・平和都市佐賀市を宣言する決議非核・平和都市佐賀市を宣言する決議非核・平和都市佐賀市を宣言する決議非核・平和都市佐賀市を宣言する決議    

 世界の恒久平和は、人類共通の願いである。 

 核兵器を廃絶し、２１世紀を戦争のない平和で安心して暮らせる時代にすることは、

今を生きる私たちにとって課せられた最大の責務である。 

 しかし、今なお世界には大量の核兵器が厳然と存在し、核保有国の拡大も懸念される

など、世界の平和と人類の生存に大きな脅威を与えている。 

 我が国は世界唯一の核被爆国として、広島、長崎の惨禍を再び繰り返さないために核

兵器廃絶を全世界へ訴え続けていかなければならない。 

 私たちの佐賀市は、緑豊かな森林と命をはぐくむ宝の海・有明海を結ぶ、自然に恵ま

れた新しいまちとして誕生した。 

 このまちで、すべての人々が平和のうちに安心して暮らし、働き続けられることを願

ってやまないものである。 

 よって佐賀市は、非核・平和都市として平和憲法の精神にのっとり、「非核三原則」を

将来も遵守し、あらゆる国のあらゆる核兵器の廃絶を全世界に強く訴え、核兵器の全面

撤廃と軍縮を推進し、もって世界の恒久平和達成をめざすものである。 

 

 以上、決議する。 

  平成１７年１２月２０日 

佐 賀 市 議 会 

 

飲酒運転撲滅を宣言する決議飲酒運転撲滅を宣言する決議飲酒運転撲滅を宣言する決議飲酒運転撲滅を宣言する決議    

 交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現は、市民全ての切実な願いである

とともに、長年の課題でもある。 

 飲酒運転による交通事故は、危険運転致死傷罪の新設や飲酒運転の厳罰化等を背景に、

全国的には減少傾向にあるものの、依然として悪質な飲酒運転による人身事故は後を絶

たない状況である。 

 こうした状況下において、公務員が加害者となる交通事故も多発しており、さらに、

先日、幼い三人の尊い命を奪い、幸せな家庭を一瞬にして崩壊させた飲酒運転に起因し

た交通事故は、国民に大きな衝撃と深い悲しみをもたらし、飲酒運転の怖さをあらため

て痛感させられた。 

 そのため、こうした悲劇を二度と繰り返さないよう、市民とともに飲酒運転を追放す

る決意を新たにする必要がある。 

 飲酒運転撲滅のためには、運転者の交通安全意識の向上はもとより、家庭や職場さら

には地域が一体となって、「飲酒運転は絶対にしない・させない」という強い意志を示す

と同時に、飲酒運転の取締り、交通安全の普及・啓発等の施策を強化しなければならな

い。 

 よって本市議会は､ ここに改めて交通安全意識の徹底を強く呼びかけるとともに､関

係機関・団体との連携を強化し、市をはじめ市民と一体となって飲酒運転撲滅に向けて

全力を挙げて取り組むことを宣言する。 

 

 以上、決議する。 

  平成１８年９月２０日 

佐 賀 市 議 会 



銃器犯罪の根絶に関する決議銃器犯罪の根絶に関する決議銃器犯罪の根絶に関する決議銃器犯罪の根絶に関する決議    

 平成１９年１１月８日、武雄市内の病院に入院中の市民が、拳銃で射殺される事件が

起きた。しかも、病院という多くの市民等が集まる身近で安全であるはずの場所で、卑

劣きわまる凶悪な殺人事件が発生したことに、市民は大きな衝撃を受け、銃器犯罪に対

して恐怖と不安を感じている。 

 このような銃器による犯罪は、安全で安心して暮らせる平和な住みよい環境を望んで

いる市民の強い願いを破壊するものであり、断じて許すことはできない。 

 国においては、今般、銃刀法による罰則を強化し、銃器犯罪の防止を図ろうとしてい

るが、そうした中でこうした事件が発生したことは、誠に遺憾であり、依然銃器による

犯罪が全国各地で絶え間なく発生している状況は、極めて憂慮すべき事態と言わざるを

得ない。 

 よって、国、県、市並びに警察当局においては、今回のような銃器による凶悪犯罪の

発生を重く受け止め、銃器犯罪の対策等を強化することにより、二度とこのような事件

が起きることのないよう、万全の対策を強く求める。 

 本市議会は、銃器犯罪はもとより、いかなる凶悪犯罪も許さない社会環境を醸成し、

こうした悲劇が再び繰り返されることのない安全・安心な社会を築くことに全力を挙げ

て取り組むことをかたく誓うものである。 

 

 以上、決議する。 

  平成１９年１２月６日 

佐 賀 市 議 会 

 

暴力団等による暴力の根絶に関する決議暴力団等による暴力の根絶に関する決議暴力団等による暴力の根絶に関する決議暴力団等による暴力の根絶に関する決議    

 佐賀市議会では、これまで民主主義に対するテロ・暴力行為に関する決議や少年を暴

力団から守る活動に関する決議及び銃器犯罪の根絶に関する決議を行い、市民の安全意

識の高揚と自主的な安全活動の推進を図るとともに市民生活の安全と平和で豊かな市の

発展のために、毅然とした姿勢で反社会的な犯罪組織である暴力団の根絶に向けた取り

組みを進めてきたところである。 

 しかしながら、これらの取り組みを無視するかのごとく、暴力団の抗争事件が県内や

九州各地において頻発し、善良な市民を巻き込む痛ましい事件が起きている。こういっ

た事件が起きるたびに、市内では警察による厳戒態勢が敷かれ、市民は暴力の恐怖に怯

えている。さらに、県内のみやき町において、指定暴力団関連施設の進出が進められよ

うとしており、住民に新たな衝撃を与えている。このような暴力団の行為は、平和で安

全な生活を願う市民に対する重大な挑戦であり、断じて許すことはできない。 

 よって、我々は、暴力団の存在を許さないという強い決意のもとに、暴力のない明る

く豊かな社会を実現するため、市民・警察・行政・議会等の強力な結束により、市民の

総力を結集し、全力を挙げて暴力の根絶にまい進するものである。 

 

 以上、決議する。 

  平成２０年１２月４日 

佐 賀 市 議 会 

 



議場に国旗及び市旗を掲揚する決議議場に国旗及び市旗を掲揚する決議議場に国旗及び市旗を掲揚する決議議場に国旗及び市旗を掲揚する決議    

 佐賀市は、核廃絶と世界恒久平和を希求して、活発な国際交流を推進し、世界に開か

れた都市を目指している。 

 今後とも、国際社会において、本市が諸外国と交流し、友好を深め、平和を築いてい

くためには、相互の文化や伝統を尊重することが求められる。 

 １９９９年に施行された「国旗及び国歌に関する法律」は、国民はもとより、国際的

にも広く認識され定着していた日の丸と君が代に、改めて法的根拠を与えたものである。 

 また、我々佐賀市議会議員は、郷土を愛し郷土発展のため、市民の代表としての責務

を果たす決意を込めて、佐賀市の発展と市民融和の象徴である市旗を尊重するものであ

る。 

 よって、本市議会は、法律順守の意思を明確に表するため、また郷土を愛する心を涵

養するため、議場に国旗及び市旗を掲揚する。 

 

 以上、決議する。 

  平成２４年１０月４日 

佐 賀 市 議 会 

 


